







































、 『道園類稿』巻二六、 「 「中書省検校官庁壁記」に、
中書省検校官者、至元二十八年、尚書省以戸・工二部営繕出納之繁、奏設是官以覈其程 。官二員、吏四人。其署在省之東偏。三十年、奏増為四員、吏六人。




















と記載され、 『元史』百官志の記載にある左右司や六部以外に、架閣庫や各種倉庫の文書の処理期限の遅滞・不備をチェックして是正し、文書で察視しないものは無いとする。また、 『玩斎集』巻七、 「福州行省検校官庁壁記」に、
検校悉得録其繆愆、 稽考以為重軽、上幕府、議一不合、則吏抱成案、往来力争可否、不得則検校並上堂、立具列巻、前後反覆辨論、必如律令乃已。其職任之重若此。





とあり、任期満了証明書 る解由の発給など、官僚の交代に関わる案件 ついては、文書を作成して処置が終了した者は名簿から抹消していき、主事は一〇日 一度点検し、員外郎は月末に検査し、次の月の五日までに検査を終えて検校官に報告し、検校官は業務の処理期限を検査し、もし怠慢が存在すれば、 は中 省に報告して処置するとある。こうした史料からは、検校官を巡る中書省・行省の 処理の具体的な様相の一端を知る とができる。
もっとも、検校官の役割はこうした事務処理のみではなかったようであり、 『至正
条格』巻二、断例、職制、 「迷失巻宗」条に ようにあ 。
延祐元年五月、中書省検校官呈、 「比年以来、省部当該人吏、将已報検校文巻、
不為用心収掌、致有迷失。必須停俸検尋、動経歳余或貳参年、不能得見。其当該人吏、止因已停俸給、故不検尋。又行僥倖、経営差使、 別図陞転、或至考満、纔方来出元失文巻、於内検校得稽遅者有之、冒濫差錯合改正者有之。遷延歳久、屡蒙恩宥、事雖改正、罪亦釈免、却将元停俸秩、総行兜支、実与不停無異 長悪滋姦、莫甚於此。参詳、吏員具報応合 校文巻・簿籍・事目、先取不致迷失漏落結罪文状 次委員外郎・首領官各壹員、提調査勘、別無迷失漏落 開呈那省、判送検校。如至時検校得、却有迷失巻宗、即将見役者、罷役検尋、歇下名闕、別行発補。已除者選官替代、到選者不許銓注 直候検尋元失 宗得見 至日方聴補用。当該書写・典吏、亦行停役補替 元管貼書、開除名役、杖限検尋。仍将提調官并首領官、験事軽重責罰、庶望知畏 為例遵守。 」都省議得、 「迷失巻宗 内外諸衙門、即係一体、依上施行。 」
近年省部の吏員が文書の保存に用心をなさず、そのため文書が紛失するケースが頻




止・交代等の処分を科し、紛失した を発見するのを待って再度の任用を許す。書写や典吏・貼書についても職務停止・交代を行い、貼 については期限を決めて文書を捜索させる。なお文書管理を担当する正官・首領官についても責任を問うこと 求め、この提案は裁可されるに至った。また『元典章』二一 戸部巻七、銭糧、支、 「銭糧数目以零就整」条には、
大徳十一年正月、江浙行省拠本省検校官呈、 「会験近奉省府箚付、 『准中書省咨〝戸部呈、 【中統宝鈔以貫為両、以十文為分、已下別無厘鈔。至元宝鈔貫至五貫為止、子母相権、通行流転。今照得、各道宣慰司・随路官府・各衙門申関、遇有収支、多係中統宝鈔、往往照依物価分例扣筭、至有分以下厘毛絲忽微塵、不惟紊繁実是虚文而巳。擬自今後凡有収支 、折中統宝鈔積筭到総数、若至五厘収作一分、
元代の検校官について
三







府の富民がしばしば脱税を行なっているという中央になされた告発に端を発した事案に対し、王艮は江浙行省の命 受け現地調査を行なって報告書を作成 結果と松江府に対する増税案は中止され に至った
以上の事例から察するに、検校官は文書や行政事務の進捗状況を点検するだけでな
く、それによって摘出された問題に対して、対策案を提示することもその職責に加えられ、また臨時 派遣されて現地調査 い 自己の意見 開陳することも可能あったようであり、単なる事務官以上の存在に位置づ た事実を伺うことができる。
このように、検校官は中書省・行省の機構の中で相応の権限を保持し、位階は正・
従七品と下位ながら 実質的な地位は高かったようである。例えば、 ばしば挙げている『道園類稿』 「中書省検校官庁壁記」の文中には、
其于宰相、有奇乎耳目之明、有託於心膂之密。而望高職清、又有若賓客之優游者焉、蓋他官莫之及也。
として、宰相は検校官を股肱・腹心とみなし また賓客 ようであることは他の官が及ばないものであ としている。さ に『至正集』巻五九 「故嘉議大夫東昌路総管兼本路諸軍奥魯総管内勧農事邢公墓誌銘」には、
検校覈六部稽謬、非健者不授。



































































のを除き、 全員が至治年間以降（一三二一～）に集中して る。さら それ の中で、前任官が主事であった者は五名を数え 抽出できた人数が少ない め、これのみ事例では断言できない 、あるいは元代後半から、主事→中書省検校官 監察御史という定型化した遷転ルート 存在していたのかもしれない。
ところで、なぜ監察御史と中書省検校官とは、遷転上において密接な関係を持って
いたのだろうか。こ 背景を窺わせる史料とし 、 『玩斎集』巻七、 「福建行省検校官題名記」には、
且御史歳一視案、遇小過輒有讓。与其讓於御史、曷若補其闕遺、使無讓哉。然則検校独非諸曹御史乎。諸曹以御史待検校、則検校益当知所以自重矣。
と述べられている。監察官たる監察御史は年に一度文書検査（照刷）を行うが、文書の些細なミスを監察御史 咎められるよりは、 前にそのミスを指摘して訂正し責められないようにした方が良く、そのため検校官 諸曹における監察御史のようであるとする。同様に『丹崖集』巻八、 「故福建等処行中書省検校官高君墓誌銘」には、
省有検校、職視台察、縄愆糾違、君実有法。
とあり、 検校官の職掌は監察官になぞらえられ ものとする。さ に、 『羽庭集』巻五、「送江浙行省検校官章君彦復序」では、
資班僅七品、而関繋甚重、視御史特少黜陟之柄耳。
と記され、その職掌は監察御史 比較してただ弾劾・推挙の権限を欠いているのみと
している。これらの史料の記載から、検校官は監察官たる監察御史に比せられる存在であり、 その近似性が認識されていたことが窺われる。 『金華黄先生文集』巻一四、 「蘇学士画像記」に、
擢中書検校官、擿吏曹資序失当四十余事、覈戸工両曹過用銭幾四十万緡・米六百余石、斥去賊吏二十余人。或挙公材任御史、而執法於中者、以未識公為疑。人謂当詣謁、公曰、以謁得御史、可乎。
として、蘇志道が検校官に在職していたとき、吏部の銓選の不当や戸部・工部の銭糧の過大支出 悪質な胥吏の問題等を次々と摘発した。そ ため蘇志道を監察御史に推薦しようという動きがあったが、御史台官は彼を知悉していな ったため、自分を売り込むよう勧めた人もいた 、蘇志道はそれを拒否した。こ エピソードから 検校官の任務が監察御史と重なり、それが御史への転任につながる材料となり得るものであったことが推測される。
ところで、監察御史には、百官の不法の摘発・弾劾や言事官としての役割と並ぶ重
要な職権の一つとして、 「照刷」なる文書検査業務が存在した。この照刷の目的は、例えば『元典章』六、台綱巻二、照刷 「行省令史稽遅監察就断」条に、
至元二十九年二月、行御史台箚付該、 「准御史台咨、 『至元二十八年十二月十一日也可怯薛第三日、紫檀殿西南上有時分、奏過事内一件、 〝各処行省文巻、毎年台裏差監察照刷去来。裏頭尋出令史毎錯了・遅了底勾当来呵、取了招伏、回来這台裏定了罪過。 （下略） 〟至元二十九年二月、行御史台の箚付の概略に、 「准けし御史台の咨文に、 『至元二十八年十二月十一日、イェケケシク 第三日 紫檀殿の西南にいる時 上奏した事案の内の一件に、 〝各処の行省 文書は、毎年行台から監察御史を派遣して検査に行かせていた。その中で令史たち （文書の）錯誤や（業務の）遅滞を発見することがあったら、供述を取って行台に帰還して処分を定めた。 （下略） 〟














（（）この部分、原文では「校検官」となっているが、校註本の校勘に従う。（（）ここで 「已除」とは、 「已除未任」 、すでに職事官に叙せられたものの、任についていない者（註の
（（）、牧野前掲書、一八六頁参照）の意か。また「到選」の語
の意味は、恐らくは再任願いを提出したものの未だ次の職位が審査中で、ポストが決まっていない状態を指すものかと推測される。（（0）植松正 「元末浙西の地方官と富民――江浙行省検校官王艮の議案をめぐって――」（ 『史窓』五六、 一九九九年）（（（）註の
（（）、拙稿Ａ、一二六～一二八頁。









氏名 任官年代 前任官 転任先 典拠
張思明 元貞元年 湖広行省都事 戸部主事 『元史』巻 （（（、張思明伝
賈馴 大徳初年以前 戸曹主事 右司都事 『中庵集』巻 （、「鄒平賈氏昭先碑銘」・『国朝文類』巻 （（、「賈侯修廟学頌」
郭明徳 大徳初 枢密院都事 工部員外郎 『滋渓文稿』巻 （（、「故少中大夫同僉枢密院事郭敬簡公神道碑銘」









黄肯播 延祐 （年以前 中書掾 吏部主事 『滋渓文稿』巻（（、「故奉政大夫遼陽行省郎中黄公神道碑銘」
郭郁 延祐 （年 知浮梁州事 知高郵府 『運使復斎郭公言行録』巻首
李規過 延祐 （年 湖北廉訪司知事 徽政院都事 『民国長清県志』巻 （0、「長清県李氏栄碑」
趙師魯 延祐 （～泰定中の間 工部主事 監察御史 『元史』巻 （（（、趙師魯伝
王文若 至治 （年以降 兵部主事 監察御史 『滋渓文稿』巻 （（、「礼部員外郎王君墓誌銘」
馬縄武 泰定 （年以前 刑部主事 監察御史 『道光壷関県志』巻 （、「贈朝列大夫同僉太常礼儀院事騎都尉追封扶風郡伯馬氏之先徳碑記」
宋彦 至正元年以前 戸部主事 工部員外郎 『民国寿光県志』巻（（、「元贈朝列大夫追封寿光郡伯宋公墓碑」
白守忠 後至元（年以降か 丞相掾 『至正集』巻 （（、「復庵白先生誄」
成遵 至正 （年 太常博士 監察御史 『元史』巻 （（（、成遵伝
楊鋳 至正初年以後 広東帥府都事 『王忠文公文集』巻 （、「楊季子詩序」
賈魯 至正初年以後 燕南山東道奉使宣撫幕官 監察御史 『元史』巻 （（（、賈魯伝
李思敬 至正 （年以前 工部主事 監察御史 『道園類稿』巻 （（、「河東李氏先栄碑」
神保 至正７年在職 監察御史 『至正集』巻（（、「故奉政大夫淮西江北道粛政廉訪使贈嘉議大夫礼部尚書上軽車都尉追封恒山郡公諡正粛普顔公神道碑銘」
馬世徳 至正 （（年以前 監察御史 庸田僉事 『青陽先生文集』巻（、「合淝修城記」・『金華黄先生文集』巻（（、「馬氏世譜」
程徐 至正 （（～至正（（年の間 戸部主事 監察御史 『新安文献志』巻（（、「積斎程君端学墓誌銘」・『秘書監志』巻（
周浩 至正 （（年以前 御史台照磨 監察御史 『玩斎集』巻 （0、「甌寧県太君彭氏墓誌銘」・『圭斎文集』巻 （、「後林周氏譜序」
全普庵撤里 至正間か 監察御史 『元史』巻 （（（、忠義伝三
武履常 　　？ 工部司程 順徳鉄冶提挙『道光章丘県志』巻 （（、「陽丘武氏昭先碑銘」
崔思義 　　？ 戸部司計 宣徽院経歴 『永楽大典』巻 （（（（、「大元新城崔氏先徳之碑」
周仲 　　？ 工部主事 工部員外郎 『柳待制文集』巻（（、「元故太中大夫海道都漕運万戸周公墓誌銘」
張策 　　？ 管局都事 監察御史 『順治楽陵県志』巻 （、「吏部尚書清河郡伯張公神道碑銘」
韓希孟 　　？ 都功徳使司都事 監察御史 『至正集』巻 （0、「故奉直大夫僉河北河南道粛政廉訪司事贈朝列大夫秘書少監騎都尉高陽郡伯韓公神道碑銘」











研究の蓄積に乏しかった、元代官僚制の最大の特徴の一つである吏員出身者の資品官への入流後の昇進経路の問題を検討したも である。科挙が官僚供給源としての機能をほとんど果さず、 「官」と「吏」の関係が曖昧とされる元朝において、エリートコースと見なされる官職は他の時代と比較して変化は存在するのか、そして元朝が一体どのような思惑 もとに官僚を配 てい のか、その構造の一端 解明を目的とした。
第一章では、主題である吏員出身者の銓選についての考察の予備段階として、官僚
の任期満了証明書たる「解由」なる文書の機能を検討し、銓選運用の際の基礎となる官僚 命手続きの問題について考察 行った。解由には当該官 出身・履歴 在任中の業績や失策・不正行為、後任官と 引継ぎの完了などの多岐にわたる項目について詳細に記さねばならなかっ 。また解由 発給に際しても 幾重にも渡る綿密な事実確認作業や連帯責任の賦課など、厳密な手続きを踏む必要があり、元朝 可能な限り正確な形で人事管理を行おうと企図したが、その根底にあるのは漢民族 に対する不信感であり、元朝の官僚制運用を考える 際し、異民族支配と う事実を無視できないことは、改めて指摘できる。
第二章では、元朝の吏員体系の頂点に位置する「省掾」な 官職の 資品官への入
流後の昇進傾向について分析した。省掾の主要 来源は 文資職 と御史台や枢密院、その他の随朝高級諸衙門の令史であった 省掾の入流先は昇進規定上有利な内任官が主であり、また都事や経歴、主事といった「首領官」系への就 が多数 占めるが、その中 も主事就任者が全体の四割近くに上る。 事は文 処理な 六部 実務を統括する立場にあるが、その来源は省掾経験者が中心であり、主事は省掾出身者の初任ポストとして位置を有して た。この主事からの昇進ルートは 中央主要官庁実務系ポストや監察御史が多い。特に監察御史は昇進体系 優位 地位 占めカアンや中央の有力者と繋がりを得る機会 も恵まれる、政治的に非常に重要な官職であった。 ここから省掾― 事―監察御史という昇進パターンが、 吏員出身者 エリートコースの一つとして機能していた可能性を指摘できる。また監察御史が文書検査など行政実務官としての性格を保持 いたことが、省掾の主事出職者が高率で監察御
史に就任する理由であることを推測した。
第三章は、元朝の政治運営の中枢である中書省・枢密院・御史台に所属する首領官
である「都事」に焦点を充て、その昇進上の位置を考察した。省・院・台都事は官品上は正七品の卑官ながら、首領官の主要な職責である実務担当という側面以外に、政策審議への参加やカアンに対する上奏に関与する権限を有し、カアンや宰相が信任する者が充てられ、都事はいわば「官」と「吏」の両方 性格 保持 ていた。省 院・台都事は昇進面においても特殊な位置 占め 官品上の序列と関わりなく上位の品級を持つ官から多く選任され、また転任に際しても正五 の六部郎中や正四品の粛政廉訪司副使・六部侍郎といった高官 抜擢される事例が多く、通常の昇進規定の適用を受けない優良ポストであった。都事経験者はその後の昇進経路も中央・地方の主要衙門の要職を回り、最終的には宰相クラスの顕官 到達する道も開かれ、吏員出身者にとっては捷路と目睹される官職であ 。さらに都事は監察御史と人事交流 密接な関係を有していたが、これによって地方を巡察して各地の官僚 動静や民情 把握た人物を、中央の枢要衙門の実務担当官に充て こと より、漢地に対す 支配 貫徹しようとする、元朝統治者の意図を窺うことができる。
結論としては、元代官僚のエリートコースは他の時代と比較して大いに様相を異に
し、吏員から入流した官僚 中で高官に達す 者は六部主事や省・院・台都事といった実務面を担当する官職 履歴し、また昇進に大きな影響を与え 監察御史も、前代までとは異なり行政実務 な職掌を担い、主事や と人事交流上緊密な関係を持つようになる。こうした吏員出身者の昇進コースに大なる影響を与えた官職が、いずれも行政実務に深く関与するものであったことは、元朝 行政運用の性格と密接に関わるものであった 言える。元代の官制は 宋代 それの錯雑とした部分を結果的にある程度整理し、次の明代への引継ぎ 役割 果したと考えられる。
